
 

第38期第3回理事会議事録 

 

日 時：2014年7月17日（木）13時30分～17時35分 

会 場：ちよだプラットフォームスクウェア ミーティングルーム001（東京都千代田区） 

出席理事：新野宏，藤谷徳之助，近藤豊*，佐藤正樹，塩谷雅人，竹内綾子，中島映至，中

村尚，廣岡俊彦，藤部文昭**，三上正男**，山田和孝，以上12名 

Web会議システムを通じた出席理事：竹見哲也**，中村健治*，余田成男*，以上3名 

     *：議題４の途中から出席，**議題４の途中から欠席 

（理事現在数20名） 

出席監事：岡本幸三，以上1名 

その他の出席者：田沢，渡辺，下道（事務局） 

議 題 

１．第38期第2回理事会議事録の確認 

２．会員の新規加入等について 

新入会員20，退会3を全会一致で承認した．2014年7月14日現在，会員数3,673名で個人

会員は3,424名． 

３．その他 

2014年度秋季大会経費の増額申請について検討し，全会一致で承認した． 

４．各委員会からの報告 

SOLA…現時点の投稿論文数と処理状況についての報告があった． 

電子情報…学会サイトの新サーバへの移行計画について報告があり，metsoc.or.jpから

metsoc.jpに移行することを承認した．また，新サーバでのメーリングリスト利用の

ルールについても提案があり，現在メーリングリストを利用していない委員会や支

部からの要望があれば各一つずつアドレスを認めること，追加の要望は個別に電子

情報委員会が判断することを承認した． 

天気…Vol.61 No.7,8（2014年7,8月号）の掲載記事と，Vol.61 No.9（2014年9月号）の

予定記事の報告． 

庶務… 

1）転載許可 

①申請者：NHK エデュケーショナル教育部 

転載元：ａ図, d 図，和田光明，中村則之「成熟期の積乱雲」，天気 Vol.47，No.1 

転載先：放送大学「はじめての気象学」，伊賀啓太講師，2015 年度開講 

2）後援名義等使用依頼受付 

①名称：第 12回高校生科学技術チャレンジ 

主催：朝日新聞社，テレビ朝日 

期日：2014 年 12 月 14 日（表彰式） 

場所：日本科学未来館 

名義：後援 

②名称：JASIS2014 

主催：一般社団法人日本分析機器工業会、一般社団法人日本科学機器協会 



 

期日：2014 年 9 月 3-5 日 

場所：幕張メッセ国際展示場 

名義：後援 

③名称：第 28回数値流体力学シンポジウム 

主催：一般社団法人日本流体力学会 

期日：2014 年 12 月 9～11 日 

場所：タワーホール船堀 

名義：協賛 

3）その他 

 ①6月 23 日：学振から 2014 年度気象集誌科研費交付通知 

②6月 24 日：第 38期理事変更登記 

③6月 30 日：2013 年度事業報告、収支決算報告を内閣府へ提出 

④7月 1日：第 38期理事変更を内閣府へ届出 

 会計…2014 年 6月分の収支及び現預金検査報告． 

講演企画…JpGU（日本地球惑星科学連合）のスペシャルセッションについて報告．今後，

講演企画委員会内で方針について検討する． 

企画調整…第38期の支部長会議及び評議員会の開催計画（会議議題等）について説明．

支部長会議は9月から10月の間に開催する予定． 倫理規程案の会員への意見照会結

果と対処方針を説明． 

気象集誌…以下の2件の報告があった． 

・気象集誌論文賞の選定規程について：SOLA論文賞の選考規程と同様に修正の予定． 

・AOGS特集号の進捗状況について：タイトルを「Special Edition on Contributions to 

Asia Oceania Atmospheric Sciences」とし，2014年12月に論文投稿締め切り，6月

に審査終了予定． 

気象研究ノート…電子版気象研究ノートの会員向け公開の準備を進めているとの報告が

あった．第 230 号を現在校正作業中． 

正野賞…推薦規程の変更について検討．規程の変更案と募集要項の案を作成し，今後理

事会で協議する． 

なお、その他の学会賞についても，規程や募集要項の変更の必要がないか確認する

こととなった． 

国際学術交流…第7回日中韓合同気象学会について，三国に深いテーマの専門家の会合で

実施することで合意されている．そのテーマ設定の進め方について，AOGS2014に合

わせて予定されている日中韓気象学会の実務者会議で了解を得て進めるとの報告が

あった． 

５．その他 

中島理事より，JpGUのグローバル戦略委員会の報告があった．今後，国際性を高める

ための検討が必要． 

 

平成26年9月30日 

公益社団法人日本気象学会 

理事長 新野  宏 

監事 岡本 幸三 


